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皆様こんにちは！Sport in Life事務局です。 

最新トピックスをご案内いたします。皆様の活動に是非お役立てください♪ 

 

 

～トピック～ 

〇その１〇 

【3/3開催！】Sport in Lifeコンソーシアム総会／第 5回「Sport in Lifeアワード」表彰式 

 

3月 3日（火）に、令和 7年度 Sport in Lifeコンソーシアム総会／第 5回「Sport in Lifeアワード」表彰式

を開催いたします！ 

 

当日は、Sport in Life プロジェクトに関する最新の情報共有をはじめ、職場での運動がもたらす効果など調

査研究の成果等のご紹介もします。 

プログラムについて、詳しくは、こちらを御覧ください 

https://sportinlife.go.jp/news/20260218/21382/ 

 

また、「Sport in Lifeアワード」の表彰では、スポーツ庁長官河合純一より表彰状を授与します。 

■Sport in Lifeアワード大賞（最優秀賞） 

松浦造園株式会社 

～「造園職人の職業病」解決に向けた取組から始まった、社員主導の健康づくりと社内ジムの運営～ 

 

■Sport in Lifeアワード優秀賞（11団体） 

優秀賞の受賞団体など、詳しくは、こちらを御覧ください 

https://sportinlife.go.jp/news/20260218/21382/ 

https://a20.hm-f.jp/cc.php?t=M984909&c=10676&d=2744
https://a20.hm-f.jp/cc.php?t=M984910&c=10676&d=2744


 

他にも、来場者同士の名刺交換・交流の場などもあり、Sport in Life コンソーシアム加盟団体の皆さまだけ

が参加できるイベントですので、ぜひご参加ください！ 

 

【日時】令和 8年 3月 3日（火）14時 00分～18時 00分予定 

【会場】文部科学省 東館 3階講堂 （住所：東京都千代田区霞が関 3-2-2） 

 

参加をご希望の方は、以下のWEBフォームからお申し込みください。 

【3/3開催！】Sport in Lifeコンソーシアム総会／第 5回「Sport in Lifeアワード」表彰式 お申し込みフォ

ーム 

 

当日は、Zoomウェビナーでのオンライン同時配信を行います。 

オンライン配信（https://us06web.zoom.us/j/83583324996） 

 

【問合せ先】 

Sport in Life運営事務局 

Mail : info@sil-pj.com 

TEL : 080-4742-1558 

 

********************************************************** 

 

 

〇その２〇 

【ご案内】スポーツ×宇宙 新たなフロンティアへ 

「スポーツ×宇宙」の連携に向けた検討委員会 記者発表会・パネルディスカッション開催について 3/24（火） 

スポーツと宇宙、一見すると異なる世界に思えるこの 2つには、「極限環境で人の可能性を引き出す」という

共通点があります。 

本イベントでは、「スポーツ×宇宙」の連携に向けた検討委員会の報告を発表するとともに、トップアスリー

トや宇宙飛行士、有識者、民間企業などでの議論を通じて、両分野の融合が切り拓く未来の可能性をわかりや

すく紹介します。 

スポーツと宇宙が出会うことで広がる、新たなフロンティア。その最前線を体感できる機会として、ぜひご参

加ください。 

 

■日時：令和 8年 3月 24日（火）14:00～18:00（開場 13:30） 

■開催形式：会場参加 

■会場：X-NIHONBASHI TOWER（日本橋三井タワー 7階） アクセス 

■参加費：無料 

■主催：スポーツ庁、一般社団法人クロスユー 

■協力：文部科学省、国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構 

■対象者：Sport in Lifeコンソーシアム加盟団体、またはクロスユー特別会員 

■定員：80名 

https://a20.hm-f.jp/cc.php?t=M984911&c=10676&d=2744
https://a20.hm-f.jp/cc.php?t=M984911&c=10676&d=2744
https://a20.hm-f.jp/cc.php?t=M984912&c=10676&d=2744
mailto:info@sil-pj.com
https://a20.hm-f.jp/cc.php?t=M984913&c=10676&d=2744


詳しくは、こちらを御覧ください 

https://www.crossu.org/event/260324it/ 

■参加申込（一括でのお申し込みができないため、ご参加される方それぞれで登録が必要です。） 

以下の URLより参加申込ください。 

https://crossu.smktg.jp/public/seminar/view/1486 

 

【申込手順】 

1.「お申込みはこちら」をクリック 

2.「新規登録の方はこちらから/Sign up」の「Sign up」をクリック 

3. 必要事項を記入し、会員分類は「クロスユー会員以外（一般）」を選択し、「次へ」をクリック 

4.「登録する」をクリック後、クロスユーイベント事務局（ event@crossu.org ）からメールが届き、 

メールの「ログイン情報登録用 URL」からログイン IDとパスワードを設定 

※ログイン IDとパスワードの設定完了のメールは届きません。 

5. 再度上記の URL へアクセスし、「お申し込みはこちら」または「ログイン ID/パスワードを利用してのお

申し込みはこちら」をクリック 

6.「Login ID」と「Password」に先ほど設定したログイン IDとパスワードを入力し、「Login」をクリック 

7. 新規登録時とほぼ同じ画面が表示されますので、「属性」は Sport in Lifeコンソーシアム会員を選択し、

「次へ」をクリックし「登録する」をクリック 

8.「お申込みいただきありがとうございました」と表示され、事前登録完了メールが届くと登録完了です。 

 

【問合せ先】 

https://www.crossu.org/contact/?type=event 

スポーツ庁健康スポーツ課 

Tel : 03-5253-4111（内線 3575） 

E-mail : kensport@mext.go.jp 

 

********************************************************** 

 

 

〇その３〇 

【ご案内】ウェルネスチャレンジ EXPO2026開催について（参加費無料）3/18（水） 

 

3 月 18 日（水）に「ウェルネスチャレンジ EXPO2026」（公益社団法人東京青年会議所主催）が開催されま

す。本イベントの中で、スポーツ庁長官河合純一が基調講演を行います。また会場内には様々なブースや体験

スペースがあり、企業におけるスポーツ・運動を軸にした健康増進施策の理解を深めることができます。 

参加費は無料で事前の参加登録が必要です。ご希望の方は、ぜひお申し込みください。 

 

■日時：3月 18日（水）11:00～16:00（スポーツ庁長官基調講演：11:30～12:30） 

■開催形式：会場参加 

■会場：国立代々木競技場第二体育館（東京都渋谷区神南 2-1-1） 

詳しくは、こちらを御覧ください 

https://a20.hm-f.jp/cc.php?t=M984914&c=10676&d=2744
https://a20.hm-f.jp/cc.php?t=M984915&c=10676&d=2744
mailto:event@crossu.org
https://a20.hm-f.jp/cc.php?t=M984916&c=10676&d=2744
mailto:kensport@mext.go.jp


→https://kyosayseisaku26.my.canva.site/dag3cxw7kgg 

 

【問合せ先】 

公益社団法人東京青年会議所 共生政策室 

TEL：03-6285-1515 

E-mail：kyosei2026@gmail.com 

 

【本件担当】 

スポーツ庁健康スポーツ課 

Tel : 03-5253-4111（内線 2684） 

E-mail :  kensport@mext.go.jp 

********************************************************** 

 

 

〇その４〇 

【ご案内】マルチスポーツ子供みらい会議について（参加無料）3/2（月） 

 

スポーツ庁では、少子化が進む中でも子供たちが将来にわたりスポーツに親しみ続けられるよう、部活動改

革等とあわせて、子供たちのニーズに応じた「マルチスポーツ環境」づくりを進めています。 

 

マルチスポーツとは、年間を通じて複数の種目を実施することを指し、ケガやマンネリ化の防止、自らの志

向・適性を見極める機会の提供、基礎体力や運動神経、社会性の向上などの効果があると指摘されています。 

 

この度、マルチスポーツに関する実際の取組をもとに、その意義や、我が国における発展の方向性等を見いだ

すこと等を目的とした 

「マルチスポーツ子供みらい会議―子供・地域・スポーツの新たな可能性―」を開催します。 

 

◎イベントの概要はスポーツ庁公式 SNSにて掲載していますので是非ご覧ください！！ 

X: https://x.com/sports_JSA/status/2016428199572639852 

Instagram：https://www.instagram.com/p/DUDDLmVGMFK/ 

Facebook ：

https://www.facebook.com/japansportsagency/posts/pfbid031kWtep9USLd2NSyntbwG4kNX1mXZbKDue

9KcWu1zP25bGM4SyrXre5HGrwxiZ3sTl 

 

子供たちの多様なスポーツ体験機会確保に向けた取り組みが進む中、多くのスポーツ関係団体においても、

「マルチスポーツ」への関心は急速に高まっています。 

一方で、いざ実践となると、「プログラムの構成はどうすべきか」「複数種目を教えられる指導者をどのように

確保するか」「連携体制の構築をどうすればよいか」「既存の単一種目活動とどのようにすみ分けるか」といっ

た実施ノウハウの壁に直面し、導入へあと一歩を踏み出せないという切実な声も少なくありません。 

 

マルチスポーツの導入は、単に運動が得意な子供の能力を伸ばすだけのものではありません。 

https://a20.hm-f.jp/cc.php?t=M984917&c=10676&d=2744
mailto:kyosei2026@gmail.com
mailto:kensport@mext.go.jp
https://a20.hm-f.jp/cc.php?t=M984918&c=10676&d=2744
https://a20.hm-f.jp/cc.php?t=M984919&c=10676&d=2744
https://a20.hm-f.jp/cc.php?t=M984920&c=10676&d=2744
https://a20.hm-f.jp/cc.php?t=M984920&c=10676&d=2744


「体力を向上させたい」「運動を好きになってほしい」という保護者たちの願いや「まだやりたいことが見つ

からない」「運動は苦手だが体を動かしたい」という子供たちの悩み。 

そうした思いに寄り添い、自分に合うスポーツとまだ出会えていない子供たちの未来の扉を開く「鍵」となり

ます。 

 

ご興味がある方はぜひご参加ください。 

 

【問合せ先】 

E-mail : sports_multi@nri.co.jp 

 

********************************************************** 

 

 

〇その５〇 

「スポーツを核としたまちづくりに資するテクノロジー活用支援事業 成果報告会・シンポジウム」について

（参加無料）3/19（木）16:00～ 

 

スポーツ庁では、スポーツ団体が各種データ・テクノロジーを活用し、まちづくりに資するサービスを開発・

提供できるようにすることを目的に、「スポーツを核としたまちづくりに資するテクノロジー活用支援事業」

を推進しています。 

この度、本事業に参画したスポーツ団体の実証事業の成果報告や、海外の先進事例の共有を通じて、スポーツ

団体によるテクノロジー活用・まちづくり推進への可能性を見いだすことを目的とした「スポーツを核とし

たまちづくりに資するテクノロジー活用支援事業 最終報告会」を開催します。 

当日は、海外スポーツ業界におけるテクノロジー活用の調査結果をご報告するとともに、今年度の実証事業

者である「Bリーグ」、「静岡ブルーレヴズ」による取り組み報告を行います。 

 

【発表内容のハイライト】 

● B リーグ：「B旅」プロジェクト 

アウェー観戦者、及び試合前後にアリーナ周辺を周遊する人を増やすことを目的にした、「B旅」プロジェク

トを推進。B.LEAGUE カードや SNSを活用し、アリーナの外へも熱狂を広げるツーリズム施策の取り組み

について報告します。 

 

●静岡ブルーレヴズ：SCRUM Action App を活用した地域活性化 

LINE を活用したデジタルマップで、地域飲食店の空き状況やおすすめメニューをリアルタイム発信。試合前

後の店舗送客や、分散退場による渋滞緩和を目指した取り組みについて報告します。 

また、海外の先進事例に関する調査結果の報告に加え、当日はアドバイザーとして以下 3 名の皆様をお迎え

し、パネルディスカッションを行います。 

 

岡部 恭英 氏 

MALKA Global Partnersシニアパートナー 兼 東京大学松尾研究所国際顧問。UEFA チャンピオンズリーグ

のマーケティングを長年担当し、帰国後は Sports Business Summitの立ち上げ等に携わる。 

mailto:sports_multi@nri.co.jp


 

中村 武彦 氏 

Blue United Corporation President & CEO。Major League Soccerや FCバルセロナでの業務経験を経て独

立し、現在の会社を設立。東京大学工学部社会戦略工学共同研究員や WE リーグ 国際アドバイザーを務め

る。 

 

三崎 冨査雄 氏 

三崎共創企画代表 兼 パーソル総合研究所 プリンシパル。スポーツ、サービス、教育・人材育成などのコン

サルティング経験を豊富に有し、現在は越境学習型次世代リーダー育成プログラム「ALIVE」等のアドバイ

ザーを務める。 

 

本事業を通じて先端事例や実践手法を知ることは、皆様の今後の取り組みにとって、未来を拓く確かなメリ

ットになると確信しております。 

下記に概要とリンクを記載しております。 

記載のリンクよりお申し込みください。ご参加お待ちしています！ 

 

■開催概要 

日時：2026年 3月 19日（木）16:00～18:00 

形式：ハイブリッド（会場＋オンライン） 

会場：TKP品川カンファレンスセンターANNEX ホール 3 

（東京都 港区高輪 3-13-1 TAKANAWA COURT 3階） 

※オンライン参加者には、申込後にリンクをご共有します 

参加費：無料 

申込：https://questant.jp/q/tech_sympo 

 

■アジェンダ 

1. 開会挨拶 

2. プログラムの説明 

3. テクノロジー活用の最前線｜海外におけるスポーツ×テクノロジーの取り組み（事務局） 

4. 発表(1)｜Bリーグの取り組み報告～「B旅」プロジェクトの取り組み～ 

5. 発表(2)｜静岡ブルーレヴズの取り組み報告 

～SCRUM Action App を活用した地域活性化の取り組み～ 

6. パネルディスカッション｜まちづくり×テクノロジー活用の可能性 

（Bリーグ、静岡ブルーレヴズ、アドバイザー、事務局） 

7. 閉会挨拶・各種案内 

 

■特にこんな方におすすめ 

・プロリーグ・クラブの DX担当・まちづくり担当のみなさま 

・自治体職員のみなさま 

・スポーツ×テクノロジー活用・スポーツツーリズムに関心のある事業者のみなさま 

 

https://a20.hm-f.jp/cc.php?t=M984921&c=10676&d=2744


奮ってご参加ください。 

 

【問合せ先】 

株式会社野村総合研究所 社会システムコンサルティング部内 

DX推進支援事業 事務局 

電子メール： sportstech_hr@nri.co.jp 

 

********************************************************** 

 

 

〇その６〇 

「第 6回 KEIO SPORTS SDGs シンポジウム 2026～行動が変われば社会が変わる：スポーツでひらく持続

可能な未来～」の開催についてのお知らせ 

 

KEIO SPORTS SDGsは、慶應義塾大学のスポーツ・運動・身体活動に関わる専門部門が連携する横断型プ

ラットフォームとして、SDGs達成とウェルビーイング向上を目指した取り組みを進めています。 

 このたび、2026年 3月 7日（土）に「第 6回 KEIO SPORTS SDGsシンポジウム 2026～行動が変われば社

会が変わる：スポーツでひらく持続可能な未来～」を開催いたします。 

 本シンポジウムでは、2025年度の活動成果や具体的な実践事例の報告に加え、スポーツを通じて一人ひとり

が起こせるアクション、そして多様な分野・組織との連携の可能性について考えます。 

 

開催概要 

・日時：2026年 3月 7日（土）13:00～17:00（12:30開場） 

・会場：慶應義塾大学 日吉キャンパス 独立館 DB203 

・参加費：無料 

・定員：200名（事前申込制） 

・申込方法：Peatixよりお申し込みください 

 https://keiosportssdgs2026.peatix.com 

※後日、講演動画を配信予定（申込者への期間限定公開） 

主催： 慶應義塾大学 

担  当： KGRI 慶應スポーツ SDGsセンター スポーツ医学研究センター  

大学院健康マネジメント研究科  

大学院システムデザイン・マネジメント研究科  

体育研究所 SFC研究所 xSDG・ラボ 医学部 スポーツ医学総合センター  

グローバルリサーチインスティテュート 

 

特設サイト： 

https://sportssdgs.keio.ac.jp/2026/01/19/6465/ 

皆さまのご参加を心よりお待ちしております。 

 

内容： 

mailto:sportstech_hr@nri.co.jp
https://a20.hm-f.jp/cc.php?t=M984922&c=10676&d=2744
https://a20.hm-f.jp/cc.php?t=M984923&c=10676&d=2744


●オンライン特別講演  

演題： 『When it comes to physical activity policy for population health, are we -as a physical activity 

community- up to the challenge? 』国民の健康増進のための身体活動政策について、私たちは、身体活動コ

ミュニティとして、しっかり取り組めているだろうか？ 

演者：University of Limerick Physical Activity for Health Research Centre 

Chair in Physical Activity and Health Professor Catherine B. Woods 

 

演題：SDGsからビヨンド SDGsへ 

演者：大学院政策・メディア研究科 教授 蟹江 憲史 

※オンデマンド動画を事前配信 

 

●シンポジウム趣旨説明 

演題：KEIO SPORTS SDGs本年度の活動と今後の展望 

演者：慶應スポーツ SDGs センター センター長 スポーツ医学研究センター・大学院健康マネジメント研

究科 教授 小熊 祐子 

 

●セッション(1)『まちと職域がつくる、心の健康と行動変容～環境と仕組みから考えるウェルビーイング～』 

演題：健康で活き活きと働くために 

演者：慶應義塾大学総合政策学部，大学院健康マネジメント研究科 教授  

島津 明人（しまず あきひと） 

 

演題：デジタル時代のこころの健康づくり 

演者：慶應義塾大学医学部医科学研究連携推進センター  教授  

岸本 泰士郎（きしもと たいしろう） 

 

●セッション(2)『だれもが主役になれる地域へ～インクルーシブな場づくりが育む、スポーツとコミュニティ

～』 

演題：「レジリエンス・スポーツ(R)」でつなぐ地域福祉: 世田谷における 10年の実践  

演者：一般社団法人輝水会 理事  

木畑 実麻（きばた みお）  

 

演題：脳性麻痺者 7人制サッカー（CPサッカー）における SDGsの現在地  

演者：慶應義塾大学体育研究所 准教授 CPサッカー男子日本代表 コーチ 

福士 徳文（ふくし のりふみ） 

 

 

●会場展示 

・KEIO SPORTS SDGs 

・富山国際大学付属高等学校 他 

 

詳細： 



シンポジウム用専用サイト 

https://sportssdgs.keio.ac.jp/2026/01/19/6465/ 

 

【問合せ先】 

慶應義塾大学スポーツ医学研究センター シンポジウム事務局 

電話  045-566-1090 

FAX    045-566-1067 

e-mail : keiosportssdgs@gmail.com 

********************************************************** 

 

__________________________________________________________________ 

内容に関するお問い合わせは info@sil-pj.comまでお願いいたします。 

 

お知らせメールの配信停止及び、メールアドレス変更につきましては以下各フォームより申請をお願いいた

します。 

 

【配信解除フォーム】 

https://a20.hm-

f.jp/index.php?action=C1&a=688&f=53&g=26&c=10676&m=42&code=e53e15fce1175c5bd15e8fd89d9580

67&fa_code=c4de0f1ce523e7ef8d564bab01e8fd91  

 

【配信先メールアドレス変更フォーム】 

https://a20.hm-f.jp/index.php?action=M1&a=688&f=9&fa_code=eda01d5d1dbe84170674d024b031f4bf  

 

************************************* 

Sport in Life運営事務局 

Mail：info@sil-pj.com 

Website：https://a20.hm-f.jp/cc.php?t=M857588&c=11417&d=d70e 

お知らせ掲載募集中！：https://a20.hm-f.jp/cc.php?t=M857589&c=11417&d=d70e  

公式 X：https://a20.hm-f.jp/cc.php?t=M857590&c=11417&d=d70e  

公式 Facebook（参加者募集中！）：https://a20.hm-f.jp/cc.php?t=M857591&c=11417&d=d70e  

************************************** 
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